
令和４年 11 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

人　口	20,966 人 [757] (＋29 [＋  6])
　男	 10,489 人 [308] (＋  5 [±  0])
　女	 10,477 人 [449] (＋24 [＋  6])
世帯数	 9,347 戸 [359] (＋21 [＋11])

まちの動き 10月 1日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24年 7月 9日
から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数
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。

　歳入の主なものは自主財源である「町税」で、歳入全体の45.1％を
占めています。町税は例年、歳入の半分以上を占めますが、前年度
同様国庫支出金が多額になった影響により、歳入全体に占める割合
が半分以下となりました。依存財源の56％を占める国庫支出金につ
いては、前年度より大幅減収したものの、新型コロナウイルス感染
症関連の経済対策事業等が引き続き行われたことにより、依然とし
て高い割合となっています。
　自主財源の「その他」には、コロナ対策事業や常永小学校校舎増
築事業等のため取り崩した基金繰入金（約10億円）と前年度繰越金
（約5億円）、さらに前年度より5倍以上の増収となった寄附金を含
んでいます。町債につきましては、道路改良事業債の借入を行って
おります。
　以上の結果、令和３年度の歳入は、前年度比５億6 ,557万円
（5.0％）の減額となる107億2,945万円でした。

　令和３年度の歳入額を町民一人当たりに換算すると、51万
5,294円になります。内訳は以下のとおりです。

町民一人が納めた税金など
（一人当たりの負担状況）

〈 町民からの収入 〉
内訳

●町税(232,595円）
  ・個人法人町民税
  ・固定資産税
  ・軽自動車税
  ・町たばこ税
  ・入湯税
●分担金・負担金
  （5,144円）
●使用料・手数料
  （2,610円）

　計 240,349円

〈 国からの収入 〉
　●105,330円

〈 県からの収入 〉
　●34,238円

〈 その他の収入 〉
　●135,377円

町民一人に対し、
国や県などから町へ交付されたお金

　
昭
和
町
の
令
和
３
年
度
決
算
が
、今
年
9
月
に
開
か
れ

た
定
例
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。町
が
行
っ
て
い
る

様
々
な
事
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は
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な
さ
ん
に
納
め
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い
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い
て
い
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税
金
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・
県
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補
助
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ど
で
ま
か
な
わ
れ
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い
ま
す
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は
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月
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翌
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月
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収
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「
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計
簿
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す
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※端数処理の関係上、合計数値と一致しない場合があります。

歳　入

自主財源（町が独自に収入する財
源

）

町税
48億4,309万円

45.1％

譲与税・
 交付金等

9億2,336万円
8.6％

県支出金
7億1,290万円

6.7％

町債
9,200万円
0.9％

歳入
107億

2,945万円
国庫支出金

21億9,318万円
20.4％

その他
19億6,492万円

18.3％

町たばこ税
2億6,946万円
5.6％

軽自動車税
7,192万円
1.5％

入湯税
105万円
0.02％

固定資産税
24億2,963万円
50.2％

個人町民税
13億6,223万円
28.1％

法人町民税
7億880万円
14.6％

依
存

財
源（

国
や

県
か

ら
交

付
さ

れ
る

財
源

）

お
知
ら
せ
し
ま
す

昭
和
町
の
家
計
家
計
簿簿
を

令
和
3
年
度

一
般
会
計
決
算
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　令和３年度の歳出額を町民一人当たりに換算すると、48万2,740円に
なります。事業費別で見ると以下のとおりです。

　令和３年度の歳出は、前年度比 7 億 5,077 万円（7.0％）の減額となる 100 億 5,162
万円でした。
　主な減額要因は、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の規模縮小でありま
すが、令和 3 年度においても自主財源を投入しつつ、町民及び事業者への経済支
援を積極的に行いました。また、新型コロナワクチン接種事業が本格化し、衛生
費は前年比 40％増の支出額となりました。民生費においては潜在的待機児童解
消のため民間保育所施設整備を行い、教育費では児童増加に対応するため常永小
学校校舎増築工事を行い、育児及び教育環境の充実に取り組みました。その他の
支出に含まれる基金積立金については、今後の財政需要の見込みに合わせ、公共
施設整備等事業基金及び校舎建設基金を中心に積み立てを行いました。
　以上の結果、令和 3 年度は前年度に引き続き 100 億を超える歳出となりました。

 なぜ基金と
町債が必要？

財政コラム財政コラム

　　基金はどんなことに使われるの？

  　 基金とは町の預金であり、条例に定
められた特定の目的のために資金を積
み立てるものです。
　令和3年度は、常永小学校及び押原
中学校校舎増築事業に校舎建設基金を 
1億6,500万円取り崩しました。また、 
財源不足を補うために財政調整基金を
約8億700万円取り崩し活用しました。
　近年積極的に積み立てを行っている
のは、校舎建設基金と公共施設整備等事
業基金です。昭和町では人口増加に比例
して児童数が増えており、各小中学校で
校舎増改築の必要が生じ、校舎建設基金
を活用しながら数年計画で増改築事業
を行っています。また今後、同時期に整
備された公共建築物やインフラ施設(道
路・橋梁・上下水道等)が老朽化し、一
斉に更新の時期を迎えます。これらの更
新には多額の財政負担が想定されるこ
とから、公共施設整備等事業基金を積み
立てて備えています。

　　基金は町の預金で町債は町の借金
だよね？基金に積み立てる余裕がある
なら借金をしなくてもいいんじゃな
い？

　　町債には、『世代間の負担の公平』と
『財政収支の年度間調整』という大きな役
割があります。公共施設や道路は、現在の
住民だけでなく将来の住民も使用するの
で、長期にわたって建設費用を返済して
いくことで将来の世代にも負担してもら
うようにしています。また、大きな事業の
支払いを単年度で行うと、年度によって
予算規模が大幅に増減するため、安定し
た財政運営を行えません。そこで地方債
を活用し年度ごとに大きな変化が生じな
いよう調整しています。
　
　財政係では、『住みたいまち住み続け
たいまち』であり続けるよう健全な財政
運営について皆さんと一緒に考えてい
きたいと思います。財政に関する質問や
ご意見をお寄せください。

企画財政課 財政係（☎275-8154）

QQ

QQ

AA

AA
歳出
100億

5,162万円

民生費
37億6,700万円

37.5％

教育費
11億4,015万円

11.3％
総務費

10億6,189万円
10.6％

土木費
8億7,055万円

8.7%

衛生費
7億8,949万円

7.8％

公債費
5億4,129万円

5.4％

その他
12億6,870万円

12.6％消防費
2億9,752万円

3.0％

商工費
1億7,987万円

1.8％

議会費
8,105万円
0.8％

農林水産業費
5,411万円
0.5％

※端数処理の関係上、合計数値と一致しない場合があります。

歳　出

議 員報 酬・議 会
運営費など
●3,893円

 議会費

雇用対策など
●122円

労働費

消防 団・消防 施
設整備災害対策
など
●14,289円

消防費

税 務・選 挙・広
報・公有 財 産 管
理など
●50,998円

農業振興など
●2,599円

高齢 者福 祉・障
害 者 福 祉・児 童
福祉など
●180,914円

商工業振興など
●8,639円

小中学 校教育・
生 涯 学 習 ・ス
ポーツ振興など
●54,757円

町債返済金
●25,996円

健 診・健 康 づく
り・母 子 保 健・
ごみ処理など
●37,916円

道 路・河 川・公
園の整備や維持
管理など
●41,809円

基金積立金
●60,808円

総務費 

農林水産費

民生費

商工費

教育費 公債費

衛生費

土木費

その他
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一
般
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計
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赤
字
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を
指
標
化
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政
運
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深
刻
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じ
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一
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入
金
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財
政
基
盤
の
強
弱
を
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す
指
数
で
、

標
準
的
な
行
政
需
要
に
必
要
な
財
源
を

ど
れ
く
ら
い
自
力
で
調
達
で
き
る
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表
し
て
い
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す
。こ
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大
き
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ど
財
政
力
に
余
裕
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あ
り
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１
」を
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え
た
団
体
は
、自
立
し
て
自
主
的
に
財

政
運
営
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
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で
、地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
な
い
、い

わ
ゆ
る「
不
交
付
団
体
」と
な
り
ま
す
。

　

財
政
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
最
も
一

般
的
な
指
標
で
あ
り
、経
常
的
な
一
般

財
源（
町
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な
ど
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よ
う
に
使
途
が
特

定
さ
れ
て
い
な
い
財
源
）が
、経
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的
に
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出
す
る
経
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人
件
費
、扶
助
費
、公

債
費
等
）に
ど
れ
く
ら
い
充
当
さ
れ
て

い
る
か
を
示
す
比
率
で
す
。こ
の
比
率

が
高
く
な
る
ほ
ど
財
政
運
営
が
厳
し
く

な
り
ま
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和
3
年
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は
、前
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よ
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.
2
ポ
イ
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ま
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公
債
費（
町
債
の
返
済
金
）に
よ
る
財
政
負

担
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程
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質
的
な
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に
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般
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が
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準
的
な
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営

企
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下
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還
分
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含
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れ
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質
的
な
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債
費
を
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し
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す
。18
％

を
超
え
る
と
地
方
債
の
発
行
に
許
可
を
要
し
、

25
％
を
超
え
る
と
起
債
の
制
限
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
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常
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支
比
率

実
質
公
債
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自
治
体
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
た
め
様
々
な
分
析
指
数
が
あ
り
、総
称
し
て「
財
政
指
標
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。昭
和
町

の
財
政
状
況
が
健
全
か
ど
う
か
、財
政
に
弾
力
性
が
あ
る
か
ど
う
か
、借
金
の
占
め
る
割
合
が
高
い
か
低
い
か
な
ど
を
判
断

す
る
３
つ
の
指
標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
力
指
数

用
語
解
説

まちの財政指標
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健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の

う
ち
1
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準

を
超
え
る
と
、早
期
健
全
化
団
体

と
し
て
自
主
的
に
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い

ま
す
。

１
．財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速

や
か
に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
健

全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３
．財
政
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県

知
事
に
報
告

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

早
期
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県

知
事
か
ら
必
要

な
勧
告
が
行
わ

れ
ま
す
。

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

財
政
再
生
計
画
が
実
際
の
財
政
運

営
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た

と
き
は
、総
務
大
臣
か
ら
予
算
の

変
更
等
、必
要
な
措
置
の
勧
告
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
を
超
え
る
と
、経
営
健
全
化

を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い

ま
す
。

１
．経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速

や
か
に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
経
営
健

全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３
．経
営
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県

知
事
に
報
告

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

経
営
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県

知
事
か
ら
必
要
な
勧
告
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の

う
ち
、④
将
来
負
担
比
率
を
除
い

た
３
つ
の
比
率
の
う
ち
1
つ
で
も

財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
、財

政
再
生
団
体
と
し
て
国
の
関
与
を

う
け
な
が
ら
財
政
の
再
生
を
図
る

た
め
、次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

１
．財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、

議
会
の
議
決
を
経
て
速
や
か

に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
再

生
計
画
を
総
務
大
臣
に
協
議

し
、同
意
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る

→
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、災
害

復
旧
事
業
債
な
ど
を
除
き
、

地
方
債
の
起
債
が
不
可
能
と

な
る

３
．財
政
再
生
計
画
の
実
施
状
況

を
議
会
に
報
告
、
公
表

 
◎
詳
し
い
資
料
等
を
閲
覧
で
き
ま
す　

 

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
財
政
係（
☎
2
7
5 - 
８
１
５
４
）

指 標 名
昭和町 比率 参考比率

令和３年度 令和2年度 早期健全化基準 財政再生基準

① 	実 質 赤 字 比 率 － － 14.86 20.0

② 	連結実質赤字比率 － － 19.86 30.0

③ 	実質公債費比率 8.9 8.3 25.0 35.0

④ 	将 来 負 担 比 率 － － 350.0 －

会 計 名
昭和町 比率 参考比率

令和3年度 令和2年度 経営健全化基準

下水道事業特別会計 － － 20.0

※赤字額がないため、①実質赤字比率と②連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※将来負担比率については、財政再生基準が設定されていないため「－」と表示しています。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

資金不足比率

財政健全化判断比率 と 資金不足比率

早
期
健
全
化
基
準
を

  

超
え
る
と
…

財
政
再
生
基
準
を

            

超
え
る
と
…

経
営
健
全
化
基
準
を

超
え
る
と
…

　財政健全化法に基づき令和３年度決算の財政健全化判断比率をお知らせしま
す。昭和町の令和３年度決算については、早期健全化基準及び経営健全化基準を下
回る比率のため、健全であるといえます。

　「基金」とは、町が将来
に備えたり特定の目的のた
めに資金を積み立て、または
定額の資金を運用するため
に設けられる資金で、町の
積立預金のことをいいます。
その内の財政調整基金は、
年度間の財源の変動を調整
するための積立金であり、
財源に余裕のある年度に積
み立て、災害や不況などによ
り財源不足が生じた年度に
活用します。一般会計の全
基金の令和３年度末現在高
は、47億2,083万円でした。
　「町債」とは、町が公園や
道路、学校などの大きな事
業を行うために借り入れるお
金（借金）のことです。これ
に対し、歳出の公債費とは、
この町債を返済するための
お金です。一般会計の町債
の令和３年度末現在高は、
35億4,600万円でした。

令和３年度末
基金現在高

47億
2,083万円

令和３年度末
町債現在高

35億
4,600万円

※千円未満切り捨て
※人口は、令和４年3月31日現

在人口（20,822人で計算）

基金基金
22万7000円22万7000円

町債町債
17万円17万円

町民一人当たり町民一人当たり
基金・町債高基金・町債高

基金・町債
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新型コロナオミクロン株対応の
ワクチン接種を開始しました

　昭和町では、9 月 30 日からオミクロン株対応型ワクチンの集団接種を開始しています。
　今後のワクチン接種の実施体制についてお知らせいたします。

対象者
「初回接種（２回目まで）を終えた 12 歳以上の方」が対象です。
3 回目・4 回目が未接種の方は、それぞれ 3 回目・4 回目としてオミクロン株対応型ワクチンを接種できます。

使用ワクチン
「オミクロン株対応 2 価ワクチン」を使用します。
ファイザー社製・モデルナ社製のどちらも使用する可能性があります。
当初は BA.1 型の接種を計画していましたが、10 月中旬に BA.4-5 型のワク
チン供給が開始されたため、10 月 23 日以降は BA.4-5 型に切り替えます。

10 月以降の接種体制
・集団接種（昭和町総合会館） …… 10 月 23 日から順次実施
・個別接種（町内協力医療機関） … 10 月 31 日から医療機関ごと実施

予約時期と方法
10 月 17 日から予約受付を順次開始しています。
ワクチン供給状況などを考慮し、年代や接種間隔によって順次予約できる体制を整えています。段階的に予約のご案
内を送付しますので案内文の予約期間に予約をしてください。基本的には上記表のスケジュールで進める予定です。
ご自身が予約の対象かわからないときは、昭和町ワクチンコールセンター（☎ 244-3800）にご確認ください。
※オミクロン株対応型ワクチン接種の詳細については、町 HP にも掲載していますのでそちらもご確認ください。

★接種回数に限らず、過去 1 度発券していて未接種の方には今回発送しません。
　予約方法やワクチン接種情報については、町 HP に最新の情報を掲載しています。→→

接種状況 対象者 接種券発送 案内文 予約開始

３回目の接種が
未だの方

12歳以上 ※1既に発送済 発送なし
町HPでご確認ください。 10月 17日

2回目接種時期が遅かった方等 10月 7日 接種券に同封 10月 12日

４回目の接種が
未だの方

60歳以上の方または医療従事者、
基礎疾患のある方等 ※2既に発送済 65歳以上のみ 10月 4日発送 10月 17日

３回目接種時期が遅かった方等 10月 7日 接種券に同封 10月 17日

10代・20代 10月 7日 接種券に同封 10月 17日

30代・40代 10月 7日 10月 19日発送予定 10月 24日頃

50代 10月 7日 接種券に同封 10月 17日

４回目の接種が
済んでいる方 4回目を接種した方 10月 17日 10月 28日発送予定

未定
接種間隔によっては

11月初旬

※1　3 回目の接種券は令和 4 年 1 月～ 3 月に 2 回目を終えた 12 歳以上の方に送付しています。
※2　4 回目接種は 6 月～ 7 月に対象となっていた方に発送しています。
ただし、接種時期が遅かった方など、上記の期間よりも後に発送した方もいます。

新型コロナオミクロン株対応ワクチン接種券及び案内文の発送状況

問い合わせ　いきいき健康課（☎2 ７５‐８７８５） 広報昭和 令和４年 11 月号   6



　空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です。火の取り扱いには十分注意しましょう。
期間中は、昭和町消防団が呼びかけの巡回を行います。

【サイレン吹鳴】
 11月9日（水）、15日（火）　午後9時から10秒間

　住宅火災を早期に発見し、被害を最小限に抑え火災から命を守るために、「住宅用火災警報
器」を設置してください。住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどを起
こすため、10年を目安に交換をしましょう。

１１月９日（水）～１５日（火）は
「令和４年秋季全国火災予防運動」 を実施します

問い合わせ　　企画財政課　行政係（☎2 ７５‐８１５４）
　　　　　　　甲府地区消防本部　査察課（☎2 ２２‐１２８４）

令和５年

 『二
は た ち

十歳のつどい（成人式）実行委員』募集! !
　令和５年１月８日（日）に開催される「二十歳のつどい」の実行委員を募集します。20歳の記念を自分
たちの企画でつくりあげていきませんか。皆さまの応募をお待ちしています。

資　格

募集人数　５～10人程度

募集締切　令和４年11月11日（金）

 ◎全国統一防火標語

「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

申し込み・問い合わせ　町教育委員会 生涯学習課 （☎２７５‐８６４１）

①令和５年「二十歳のつどい」対象者の方（平成14年４月２日から
平成15年４月１日までに生まれた方）

②文集、アトラクションの内容などアイデアがある方、やる気があ
る方（お友達同士でも結構です）

③当日まで数回集まっていただける方

“大人への旅立ち”を演出してみませんか？
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　乗用装置のある田植機、コンバイン、農耕トラクターなどの農耕作業用自動車等は、軽自動車税（種別割）の申告をして
ナンバープレートを取得する必要があります。

● 公道を走行しない車両（田畑や工場敷地内等の私有地のみでの使用)であっても、４月１日に所有していれば、申告、
　　課税対象となります。

【申告に必要なもの】
①販売証明書、または譲渡証明書
　※販売証明書や譲渡証明書が無い場合は、車台番号が分かる部分※１の写真を
　　印刷したものと、車両全体の写真を印刷したもの
②運転免許証などの身分証明証
③委任状（届出人が本人または同一世帯の方以外の場合）

乗用型の田植機、コンバインなどの農耕用作業車はナンバー登録が必要です

対象車両 要　件 軽自動車税

乗用装置の装備された
·トラクター、田植機、コンバインなど
· 国土交通大臣が指定する農耕作業用自動車

· 最高速度 35㎞ /h 未満
· 大きさ、排気量の制限なし

2,000 円
（年税額）

相談・問い合わせ　税務課 住民税係（☎２７５‐８２６５）

　8 月 27 日、玉穂総合会館にて「れんげ会」
を開催しました。
　参加者からは「日頃からの備えの大切さに
気付いた」「防災について考えさせられた」な
どの声がありました。

申し込み・問い合わせ
　中央市・昭和町障がい者相談支援センター 穂のか　（☎２７４ –１１００）　（FAX ２７４ –１１０３）

中央市・昭和町障がい者相談支援センター 穂のか中央市・昭和町障がい者相談支援センター 穂のか

農業機械の種類　農用トラクター（乗用型）
農 業 型 式 名
区　　　　　分
車 両 型 式 名
車　台　番　号
機　関　型　式
連 続 定 格 出 力 　　　　PS/　　    rpm
無負荷最高回転速度　　　　　　rpm
製　　造　　元　　　株式会社●●

※1 車台番号が記載された機体銘板

★次回のれんげ会は次のとおり開催します。お気軽にご参加ください。
日時　令和 5年 2月 25日（土）　午後 1時 30分～
場所　玉穂総合会館 多目的室 1‐5（中央市下河東 620）
対象　中央市・昭和町内在住の障がいにかかる手帳や診断のある人、難病認定されている人
内容　軽スポーツなど　　定員　10名程度（予約制）

小型特殊自動車（農耕用）について

　9 月 10 日、「障がい児や保護者のための就労
支援」と題して、保護者向けの学習会を開催
しました。参加者からは「就労支援や福祉サー
ビスについて知ることができて良かった」な
どの感想をいただくことができました。
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▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：11月17日（木） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：11月９日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎267-6774）
▶結婚相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：11月11日（金）・25日（金）
　　　　午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：11月21日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

※新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、中止となる場合があります。

　事前にお問い合わせください。

問い合わせ
　企画財政課　行政係（☎２７５ – ８１５４）

私有地から道路上に張り出している
樹木の剪

せ ん て い

定等をお願いします

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
文
化
協
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

（
☎
2
7
5-

８
６
４
１
）

峡
中
地
域
文
化
協
会
連
絡
会

合
同
作
品
展
（
書
道
展
）

　

峡
中
地
域
文
化
協
会
（
昭
和
町
・
中
央
市
・
南

ア
ル
プ
ス
市
・
甲
斐
市
）
の
皆
さ
ま
の
書
道
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時

　
11
月
25
日
（
金
）　
午
後
１
時
～
５
時

　
11
月
26
日
（
土
）　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
11
月
27
日
（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所イ

オ
ン
タ
ウ
ン
山
梨
中
央
（
中
央
市
下
河
東

３
０
５
３
‐
１
）
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
内

　車道や歩道では、樹木や生垣が覆い
かぶさることで歩行者や自動車の通行
に支障をきたすほか、道路標識やカー
ブミラー等の道路施設が見えにくくな
り、交通事故の原因となる場合があり
ます。
　私有地に生えている樹木等は樹木所
有者（一般的には土地所有者）の管理
物です。道路に隣接する個人宅から張
り出した樹木や生け垣、空き地等の草
木が原因で、ケガや物品の損傷を招く
事故が発生した場合、土地所有者が責
任を問われる場合があります。
　通行者の安全と事故防止のために、所有地の状況を確認の上、樹木所
有者の責任において、剪定・伐採等、適切な管理をしていただきますよ
うお願いいたします。

※私有地から道路上へ張り出している樹木に関しては、法律上、原則と
して町で切ることができません。歩行者や自動車等の通行への支障や、
道路標識やカーブミラー等の道路施設への視認性の妨げになる場合は、
現況を確認した後、状況に応じて土地所有者へ必要な指導を行います。

※手の届かない高い位置での枝等の剪定につきましては、ケガや事故等
の恐れがありますので、専門業者に依頼されることをお勧めします。
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運動会
　９月、小中学校で運動会が開催
されました。台風の影響による延
期もありましたが、当日は運動会
日和となりました。２週間ほどの
準備期間を経てつくりあげた運動
会は、どの学校でも笑顔あふれる
ものとなりました。

押原小学校

西条小学校

常永小学校

押原中学校
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塩澤町長が“おとう飯
はん
”サポーターに！

　内閣府男女共同参画局では、男性の家事・育児への参加時間を増やすこと
を目的として「おとう飯始めよう」キャンペーンを実施しています。おとう
飯とは、簡単に手間をかけず、多少見た目が悪くても美味しい料理のことです。

廃食油を活用しよう
　９月 10 日（土）、役場正面玄関にて「人と環境すっ
きりしょうわ」と環境経済課による廃食油回収が行わ
れました。各家庭から約 100kg もの廃食油を回収する
ことができました。この廃食油はディーゼル車両のバ
イオディーゼル燃料に再生され、利用されます。

　９月14日（水）、「第33回シニアふれあいゴルフ
大会」が開催されました。結果は次のとおりです。

第 33 回シニアふれあいゴルフ大会
＜団体優勝＞

グロスの部 西条一区

ネットの部 河東中島

＜個　人 ( 敬称略 ) ＞
優　勝 風間 辰男（河東中島）
準優勝 岡本 　清（紙漉阿原）
第３位 小林 　一（西条一区）

★次回の「秋季町民ゴルフ大会」は、11月８日（火）に丘の公園清里ゴルフコースで開催します。

大迫力！ 交通安全教室
　９月 27 日（火）、押原中学校で全校生徒を対象に交通
安全教室が開催されました。この教室は山梨県警察本部
交通企画課、南甲府警察署、ＪＡ、シャドウスタントプ
ロダクションの協力により行われたものです。わかりや
すい解説と事故の瞬間を再現した大迫力のスタントによ
り、生徒のみなさんの心に交通安全の意識が強く刻み込
まれました。

食
は
元
気
の
源
。

み
ん
な
の
笑
顔
の

源
に
な
れ
ば
最
高
で
す
。

　９月、県内初のおとう飯サポーター
として塩澤町長がおとう飯づくりに挑
戦し、地元産の食材を使った芋煮汁と
おにぎらずを作りました。
　内閣府男女共同参画局のホームペー
ジでは、おとう飯の心得やレシピが紹
介されています。ぜひ、皆さんもおと
う飯にチャレンジしてみてください。
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「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
主

な
目
的
は
、
次
の
３
つ
で
す
。

①
不
審
者
に
よ
る
声
か
け
、
つ
き
ま

と
い
や
誘
拐
等
、
子
ど
も
た
ち
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
と
き
の
緊
急

避
難
場
所
と
な
り
ま
す
。

②
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
登
録
が

増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
く
と

い
う
気
運
が
高
ま
り
ま
す
。（
町

内
の
登
録
数
は
約
３
８
０
で
す
）

③
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
プ
レ
ー

ト
が
地
域
に
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
不
審
者
に
対
す
る
抑
止
力
が

高
ま
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
に
関
す
る
情
報
、

ま
た
、
新
た
に
登
録
し
て
い
た
だ

け
る
家
や
お
店
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

次
の
連
絡
先
へ
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

古
く
な
っ
た
プ

レ
ー
ト
も
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
交

換
い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
２
７
５
-８
６
４
１
）

　

９
月
２
日
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
お
い
て
、
２
学
年
生
徒
全
員

が
社
会
問
題
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
山
梨
県
に
関
す
る
社
会
的
な
諸
問
題
」

で
す
。
４
名
ほ
ど
の
班
に
な
り
、
各
自

で
テ
ー
マ
設
定
か
ら
資
料
収
集
、
課
題

解
決
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

押
原
中
学
校
出
身
の
飯
島 

立
さ
ん

は
、「
山
梨
の
森
林
を
守
る
た
め
に
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
発
表
し
ま
し
た
。
飯
島
さ
ん
は
、
夏

休
み
に
大
月
市
で
実
際
に
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
に
参
加
し
、
実
地
調
査
も

行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
活
動
が
全
く
で
き
な
か
っ
た
令

和
３
年
度
。
令
和
４
年
度
も
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
中
、
何

が
で
き
る
か
を
模
索
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
夏
祭
り
も
中
止
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
同
士
の
元
気
の
良
い
声

も
聞
け
ぬ
ま
ま
夏
が
終
わ
る
こ
と
を

寂
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
せ
め
て
家
族
と
夏
の
思

い
出
が
作
れ
る
よ
う
に
と
、
公
会
堂

で
駄
菓
子
と
花
火
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
布
し
ま

し
た
。
そ
の

際
に
は
、
感

染
対
策
に
配

慮
し
、
子
ど

も
た
ち
が
集
中
し
て
密
に
な
ら
な
い

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
受
け
と
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

「
や
っ
た
ー
！
花
火
だ
‼
」
と
い
う
笑

顔
と
声
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
こ
そ
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
鳴
り
響
く
昭
和
町
に
戻
れ
た
ら

と
祈
願
し
て
い
ま
す
。

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.282　 令和 4 年 11 月号

　
甲
府
昭
和
高
校

昭
和
町
民
会
議

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」の

プ
レ
ー
ト
が
古
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
　
活
動
紹
介　
西
条
新
田
区

 

２
年
生
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン　
～ 

山
梨
の
未
来
を
考
え
る 

～

飯
島　
立り

つ 

さ
ん
（
２
年
生
）

発
表
内
容

　

山
梨
の
森
林
自
然
破
壊
の
原
因

は
、
森
林
伐
採
で
は
な
く
、
放
置

林
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
高
齢
化

で
、
森
林
を
手
入
れ
す
る
人
が
減

少
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
率
先

し
て
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
、
放
置
林
を
少
な
く
す
る
こ

と
が
大
切
だ
。
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サ
ラ
ダ
室
の
中
に
は
、
大
き
な
釜

が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
釜
は
、

サ
ラ
ダ
や
和
え
物
の
具
材
を
入
れ

て
、
調
理
員
さ
ん
が
２
人
が
か
り
で

か
き
混
ぜ
る
釜
で
す
。

　

様
々
な
機
械
が
入
っ
て
い
る
給
食

セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
サ
ラ
ダ
等
は
全

体
が
均
一
に
混
ざ
る
よ
う
手
作
業

で
行
い
ま

す
。
２
千

食
以
上
の

量
を
何
度

か
に
分
け

て
か
き
混

ぜ
る
の
は

大
変
な
作

業
で
す
。

ま
た
、
野
菜
は
一
度
茹
で
て
か
ら
機

械
で
冷
却
し
て
使
用
す
る
等
、
衛
生

面
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
野
菜
が
苦
手

だ
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
苦
手
だ
な
と

い
う
方
も
、
給
食
が
手
作
業
で
手
間

ひ
ま
と
愛
情
を
か
け
て
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
想
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
、
苦
手
な
食
べ
物
も

い
つ
も
よ
り
美
味
し
く
感
じ
る
と
思

い
ま
す
よ
。

　

早
い
も
の
で
、
２
学
期
の
給
食
も

残
り
２
カ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
２
学
期
は
、
８
月
30

日
ま
で
に
、
全
て
の
小
中
学
校
で
給

食
が
ス
タ
ー
ト
し
、
通
常
給
食
に
加

え
て
、
十
五
夜
給
食
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

給
食
な
ど
の
行
事
食
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
11
月
以
降
は
、
和
食
の
日

給
食
、
い
い
歯
の
日
給
食
、
冬
至
給

食
や
ク
リ
ス
マ
ス
給
食
と
い
っ
た
行

事
食
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん

に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

前
回
は
、
調
理
室
の
大
き
な
釜
の

様
子
等
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
調
理
室
の
隣
の
小
さ
な
部
屋
、

サ
ラ
ダ
室
を
紹
介
し
ま
す
。

　

サ
ラ
ダ
室
は
、
そ
の
名
の
と
お
り

サ
ラ
ダ
や
和
え
物
な
ど
を
は
じ
め
、

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
等
の
デ
ザ
ー
ト
も

作
る
部
屋
で
す
。

　

10
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
甲
府
市

で
開
催
さ
れ
た
第
81
回
日
本
公
衆
衛

生
学
会
総
会
に
お
い
て
、
山
梨
県
と

関
わ
り
が
深
い
地
方
病
（
日
本
住
血

吸
虫
症
）
に
係
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
、
昭
和
町
風
土
伝
承
館
杉
浦

醫
院
の
出
井
館
長
が
出
演
し
、
若
い

世
代
に
地
方
病
を
語
り
継
い
で
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は

地
方
病
関
連

の
展
示
や
参

加
型
の
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム

が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
本
町

教
育
委
員
会
が
昨
年
度
発
刊
し
た
地

方
病
体
験
記
「
地
方
病
を
語
り
継
ご

う
」
の
頒
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
感
染
症
や
公

衆
衛
生
の
専
門
家
に
、
地
方
病
の
歴

史
と
、
そ
の
治
療
と
撲
滅
に
生
涯

を
捧
げ
た
当
町
の
医
師
杉
浦
健
造
、

三
郎
博
士
の
業
績
を
顕
彰
し
遺
し
た

杉
浦
醫
院
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◎
８
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
９
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
８
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
教
育
委
員
に
つい
て

•
夏
季
休
業
中
の
学
校
及
び
児
童
生
徒
、

家
庭
の
状
況
について

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
に
つ

い
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
学
校
及
び
生
涯
学
習
課
行
事
に

つい
て

•
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つい
て

•
共
同
学
校
事
務
室
設
置
に
つい
て

•
中
学
校
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
生
涯
学
習
課
関
係
施
設
の
状
況

に
つ
い
て

•
主
な
事
業
報
告
と
予
定
に
つ
い

て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
９
月
議
会
補
正
予
算
に
つ
い
て

•
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て 

他

協
議
事
項

•
就
学
援
助
費
支
給
認
定
に
つ
い

て

　
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

  

日
本
公
衆
衛
生
学
会
に

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
し
た

給
食
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
課

教
育
委
員
会

　

９
月
９
日
に
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
に
て
親
子
ス
ケ
ー

ト
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
や
む
な
く

中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
ス
ケ
ー
ト
に
親
し
み

な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会

と
な
る
よ
う
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昭
和
町
在
住
で
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
コ
ー
チ
兼
振
付

師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
岩
本
英

嗣
先
生
（
エ
ム
エ
イ
ト
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
役
の
選
手
に
よ
る
演
技
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
、
迫
力
あ
る
ジ
ャ
ン
プ

や
、
美
し
い
ス
ピ
ン
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

給
食
が
皆
さ
ん
に
届
く
ま
で
⑥

手
作
業
で
混
ぜ
て
い
ま
す
！
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◦0,1,2歳児のおはなし会　※定員予約制

　絵本わらべうたなどをお楽しみください。
日時　11月17日（木） 午前11時〜
対象　0,1,2歳児とその保護者
定員　2組
場所　図書館・幼児コーナー
申込　11月１日（火） 午前10時〜

◦おはなし会　※定員予約制

  おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日時　12月3日（土） 午前11時〜
対象　幼児〜小学生低学年
定員　2組
場所　図書館・幼児コーナー
申込　11月6日（日） 午前10時〜

 図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.150

 

『あげる』 『くまのピエール』 『センス・オブ・何だあ？
―感じて育つ―』

はらぺこめがね／著
佼成出版社

イブ・スパング・オルセン／著
菱木 晃子／訳

こぐま社

三宮 麻由子／著
大野 八生／画
福音館書店

　サクッ、カラッ、ジュワ―…。 
「あげる」音が聞こえてきそうな
“揚げ物”の絵本です！！
　からあげにコロッケ、とんか
つ。揚げ物が大集合する、ライブ
感たっぷりのおいしい絵本です。

　ピエールは、スティーヌ家で暮ら
す小さなくまのぬいぐるみ。好奇心
旺盛なピエールは初めて見た月を
お金だと思って取りに行こうとし
たり、海水浴で汚れて危険な犬と間
違えられたり…。
　そそっかしいけれど、とてもがん
ばり屋のピエールのおはなしを楽
しんでください。

　季節の変化は匂いでわかるし、料
理のできあがる過程は音の変化で楽
しめる。４歳で「光とさよなら」し
た著者が、日々の小さな疑問を持つ
こと、身の回りの様々な情報を全身
で感じることの楽しさ、感じて育つ
ことの大切さを伝えています。

◦11月の休館日
　3日（木・祝日）、7日（月）、
14日（月）、21日（月）、
23日（水・祝日）、28日（月）、
30日（水・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。電話か図書館カウンターにて承ります。
※コロナウイルス感染症の拡大状況によっては中止になる場合があります。

　厚生労働省は、子どもたちの健やかな育ちに役立てることを目的とし、絵本や児童図書
等の出版物、演劇やミュージカル等の舞台芸術、映画等の映像・メディア等の作品について、
毎年推薦を行っています。
　昭和町立図書館では読書週間にあわせて、令和 2 年 4 月～令和 4 年 3 月に推薦された児
童福祉文化財のうち、当館に所蔵のある絵本や児童図書、映像資料を展示しております。
　また、映画化された作品を DVD とともに展示する企画展示も行っております。
　ぜひこの機会に手に取ってみてください。

10月27日（木）〜11月9日（水）は「第76回読書週間」です
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常
永
小
３
年　

常
永
小
３
年　
長長な

が
の

な
が
の野野  

日日ひ
ま
り

ひ
ま
り葵葵 

さ
ん
さ
ん

　
　
　
　
「
大
切
に　

地
球
は
み
ん
な
の　

お
う
ち
だ
よ
」

　
　
　
西
条
小
５
年　

　
　
　
西
条
小
５
年　
坂坂さ

か
も
と

さ
か
も
と本本  

健健た
け
る

た
け
る瑠瑠 

さ
ん

　
　
　

 「
散
歩
つい
で
に
ゴ
ミ
ひ
ろ
う
、あ
な
た
は
町
の
ヒ
ー
ロ
ー
」

　
　
　
押
原
小
５
年　

押
原
小
５
年　
曽曽そ

ね

そ

ね根根  

心心み
さ
き

み
さ
き咲咲 

さ
ん

　
　
　

 「
犬
や
ね
こ　

飼
っ
た
ら
ず
ー
っ
と　

大
切
に
」

　
　
　
押
原
中
２
年　

押
原
中
２
年　
雨雨あ

め
み
や

あ
め
み
や宮宮  

侑侑ゆ
う
せ
い

ゆ
う
せ
い聖聖 

さ
ん

　
　
　

 「
節
電
は　

未
来
を
明
る
く　

す
る
た
め
に
」

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.174

※11月の粗大ごみの日は、11月28日（月）になります。当日の朝6時30分～ 8時30分の間に、昭和町総合体育館駐車場へ出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

　

果
樹
や
野
菜
の
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
で
使
わ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル

フ
ィ
ル
ム
な
ど
は
、
農
家
が
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、
適
正
に
処

理
を
行
う
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
お
り
、
環
境
に
優
し
い
農
業
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
も
、
適
正
な
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

内
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
使
用
済
み
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
な
ど

を
分
別
し
、
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
込
む
場
合

　
場　
所　

  

山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

  （
南
ア
ル
プ
ス
市
高
田
新
田
字
川
東
33
‐
1
）

　
受
付
日　

  

毎
週 

月
曜
日
、木
曜
日
（
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
　
　
　

  

午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

  

午
後
１
時
～
４
時
30
分
ま
で

 

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
2
8
4
-0
9
3
8
）

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

　
　
　
　
　

  

適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
あ
た
り
、
町
内
の

小
中
学
校
を
通
し
て
作
品
の
募
集
を
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
あ
る
中
で
も
多
く
の
応
募
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
優
秀
作
品
の
選
考
を
し

ま
し
た
の
で
、
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
環
境
標
語
·
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

標語の部

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

ポスターの部

押原中２年

古
ふ る や

屋 咲
さ り

莉 さん

押原小５年

尾
お ざ わ

澤 ふき さん

西条小５年

河
か さ い

西 結
ゆ い

生 さん

常永小４年　平
ひらおか

岡 大
たいよう

燿 さん

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞
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日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
協
力
し

て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付

け
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

  

主
な
活
動
予
定

◆
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
ね
ん
き

　
ん
月
間
ペ
ー
ジ
」
を
設
置

◆
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
「
わ
た

　
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ
イ
の
受

　
賞
作
品
の
公
表
（
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
）

◆
教
育
機
関
や
企
業
等
で
の
「
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」

　
や
「
年
金
制
度
説
明
会
」
の
開
催
。
な
お
、
年

　
金
セ
ミ
ナ
ー
等
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
も
開

　
催
し
て
い
ま
す
。

◆
全
国
各
地
の
自
治
会
、
商
業
施
設
、
イ
ベ
ン
ト

　
会
場
等
で
出
張
年
金
相
談
会
の
実
施

◆
日
本
年
金
機
構
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
活
用

　
し
、
公
的
年
金
制
度
や
手
続
き
の
ご
案
内
に
関

　
す
る
ミ
ニ
講
座
の
発
信

◆
年
金
委
員
の
功
労
者
表
彰
式
の
開
催

　

ま
た
、
11
月
30
日
の
「
年
金
の
日
」
は
、
国
民

の
皆
さ
ま
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し

て
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い

を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
の
確
認
や
年
金
受
給

見
込
額
を
試
算
で
き
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
利
用
方
法
の
詳
細
は
、

　
広
報
８
月
号
の
シ
リ
ー
ズ
２
１
２
で
ご
案
内
し

　
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
お
支
払
い
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
方
が
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た

場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
役
場
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係

で
は
、
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
随
時
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
点
に
お
い
て
請
求
で
き
る
条
件

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
で
医
療
機
関
を

　
受
診
し
た
最
初
の
日

＊
国
民
年
金
の
保
険
料
の
支
払
い
期
間
等

＊
障
害
の
程
度

　

な
お
、
ご
説
明
に
は
時
間
を
要
し
、
お
渡
し
す

る
書
類
も
多
く
あ
る
た
め
、
ご
相
談
の
際
は
余
裕

を
も
っ
て
ご
来
庁
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

竜
王
年
金
事
務
所
で
も
ご
相
談
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
が
、
事
前
に
お
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

  

問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５-

８
２
６
４
）

　
　
竜
王
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
８-

１
１
０
０
）

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その215国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」　
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

障
害
基
礎
年
金
を

請
求
さ
れ
た
い
方
へ
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社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 303 号

　

預
金
通
帳
を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
る
、お
金
の
使

い
方
に
不
安
が
あ
る
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い
け
れ
ど
手
続
き

の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
は
、そ
ん
な
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、利
用
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
お

手
伝
い
す
る
事
業
で
す
。

● 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
方 

●

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め（
認
知
症
高
齢
者
、知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
等
）、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
日
常
的
な

金
銭
管
理
等
が
う
ま
く
で
き
な
い
方

● 

サ
ー
ビ
ス
の
内
容 

●

　
①
書
類
の
お
預
か
り
の
支
援

　
②
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援

　
③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援

● 

利
用
料
に
つ
い
て 

●

　
利
用
契
約
締
結
後
の
支
援
員
に
よ
る
援
助
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

　
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

※
相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
業
の
利
用
に
は
、ご
本
人
と
の
契
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

開　
催　
日　
令
和
5
年
2
月
2
日 （
木
）

会　
　
場　
昭
和
町
総
合
体
育
館
1
階 

ア
リ
ー
ナ

対　
象　
者　
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

　
　
　
　
　

※
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
方
で
も

　
　
　
　
　
　

出
展
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
令
和
4
年
12
月
15
日 

（
木
）ま
で
に
町
い
き
が

　
　
　
　
　

い
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局 

（
町
社
会
福
祉
協

　
　
　
　
　

議
会
内
）へ
お
越
し
い
た
だ
き
、申
込
書
の
ご

　
　
　
　
　

提
出
及
び
要
綱
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

※
作
品
の
提
出
は
別
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
品
種
目　
①
日
本
画  

②
洋
画  

③
書  

④
写
真  

⑤
彫
刻（
彫
塑
含
む
）

　
　
　
　
　

⑥
工
芸 （
手
芸
・
陶
芸
含
む
）  

⑦
文
芸 （
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
に
限
る
）

　
　
　
　
　

※
ど
の
種
目
も
令
和
4
年
2
月
以
降
に
作
成
し
た
作
品
に
限
り
ま
す
。

● 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、審
査
会
の
み
の
開
催
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

1111月月の予定の予定

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

令
和
4
年
度
峡
中
地
区

高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

● 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員
養
成
講
座

2
日
（
水
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は

9
日
（
水
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
と
は

16
日
（
水
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
訓
練

17
日
（
木
）
図
上
演
習
・
意
見
交
換
・

　
　
　
　
　
ま
と
め 

● 

ふ
れ
あ
い
教
室

1
日
（
火
）　
脳
ト
レ
体
操

7
日
（
月
）　
ス
ト
レ
ッ
チ

15
日
（
火
）　
音
楽
療
法

28
日
（
月
）　
リ
ン
パ
体
操

● 

運
動
指
導
事
業

1
日
（
火
）

10
日
（
木
）

17
日
（
木
）

22
日
（
火
）

各
事
業
、
事
前
申
し
込
み
制
で
す

　

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、中
央
市
・
甲
斐
市
の
老
人

ク
ラ
ブ
と
共
催
で
60
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。皆
さ
ま
の
力
作
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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百
薬
の
長
と
は
い
え
ど
…

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

消
化
器
内
科 

特
任
講
師　
小
林 

祥
司　

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
は
、
今

か
ら
ち
ょ
う
ど
2
0
0
0
年
前
の

中
国
の
“
新
”
時
代
の
文
言
に
そ

の
由
来
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
医
学
的
に
根
拠
が
あ

っ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
永
き
に
わ
た

り
多
く
の
酒
飲
み
を
励
ま
し
て
く
れ
た
言
葉
で
し
ょ

う
。
1
9
8
1
年
に
は
「
Ｊ
カ
ー
ブ
効
果
」
と
呼
ば

れ
る
疫
学
調
査
が
発
表
さ
れ
、
適
量
の
お
酒
を
飲
む

こ
と
が
総
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
と
い
っ
た
効
果
が

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
限
定
的
な
も
の

で
、
飲
酒
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

お
酒
の
適
量
と
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
通

常
の
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
能
力
を
持
っ
た
男
性
の
場

合
、
1
日
平
均
で
純
ア
ル
コ
ー
ル
20
g
程
度
で
す
。

女
性
や
65
歳
以
上
の
方
な
ど
は
そ
の
２
分
の
１
～
３

分
の
２
程
度
が
よ
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
す
ぐ
に
顔

が
赤
く
な
る
方
は
赤
型
体
質
と
呼
ば
れ
、
ア
ル
コ
ー

ル
代
謝
能
力
が
低
く
、
や
は
り
飲
酒
量
は
減
ら
し
た

方
が
よ
い
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
20
g
と
は
そ
れ
ぞ
れ
、

ビ
ー
ル
な
ら
中
瓶
1
本
、
日
本
酒
な
ら
1
合
、
酎
ハ

イ
（
7
%
）
な
ら
3
5
0
m
l
程
度
で
す
。
全
部
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
で
の
量
で
す
。
少
な
い
と
感
じ

ま
す
が
、
そ
れ
が
適
量
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
過
量
の
飲
酒
が
及
ぼ
す
健
康
リ
ス
ク

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
肝
硬
変
や
肝

が
ん
、
す
い
臓
が
ん
が
有
名
で
す
が
、
高
血
圧
、
脳

出
血
、脂
質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）、高
尿
酸
血
症
（
痛

風
）、
脳
梗
塞
、
虚
血
性
心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
）、
糖

尿
病
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

身
体
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
事
故
や
暴
力
、
虐
待
な

ど
の
社
会
問
題
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

私
の
専
門
の
話
を
し
ま
す
と
、
先
述
の
赤
型
体
質

の
方
で
適
量
を
超
え
て
飲
酒
を
さ
れ
る
方
は
、
食
道

が
ん
の
発
症
の
リ
ス
ク
が
何
10
倍
に
も
な
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
物
質
で
あ
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
に
は
、
発
が
ん
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
顔
が
赤
く
な
る
方
は
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
を
無
害
な
酢
酸
に
分
解
す
る
能
力
が
弱

く
、
長
く
体
内
に
残
る
こ
と
で
発
癌
の
リ
ス
ク
が
上

が
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
赤
く
な
ら
ず
と
も
、
量
が
増

え
れ
ば
発
が
ん
の
リ
ス
ク
は
上
が
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
定
期
的
に
胃
カ
メ
ラ
な
ど
の
検
診
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
「
百
薬
の
長
と
は
い
え
ど
、
万
の
病
は
酒
よ
り
こ
そ

起
こ
れ
（
吉
田 

兼
好
）」
お
酒
と
は
万
能
薬
で
は
な

く
、
健
康
リ
ス
ク
を
有
す
る
も
の
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ

秋
も
深
ま
り
、
秋
あ
が
り
や
ヌ
ー
ボ
ー
の
季
節
で
し

ょ
う
か
。「
と
き
に
は
我
を
忘
れ
る
ほ
ど
酔
う
こ
と
も

人
間
の
特
権
だ
。（
山
本 

周
五
郎
）」
で
す
が
、
適
量

を
守
り
（
ワ
イ
ン
は
2
0
0
m
l
程
度
で
す
）、
食
事

と
と
も
に
お
酒
を
嗜
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
休
肝
日
を

つ
く
る
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。
健

康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　11月12日から25日（女性に対する暴力撤廃国際日）
までの2週間、「女性に対する暴力をなくす運動」が
行われます。女性に対する暴力とは、身体的なものだ
けではなく、性的な暴力、心理的な暴力等も含まれま
す。
　具体的には、夫等のパートナーからの暴力や性犯
罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー
行為等が挙げられます。警察では、配偶者暴力をはじ
め、女性に対する暴力に関する相談に応じたり、法律
に基づく援助等の取組を強化しています。
　・日常的に夫等から暴力を受けているが、どうし　　
　　ていいか分からない。
　・ストーカーの被害を受けて困っている。
等の悩み事がありましたら、警察相談専用電話

「＃９１１０」又は最寄りの警察署に相談してください。

《相談受付》
〇山梨県警察総合相談室

「＃９１１０」又は☎055-233 -9110
（警察相談専用電話）
〇南甲府警察署☎055-243-0110

　二輪車（オートバイ・自転車）の盗難被害が後を絶ちません。
令和３年中の盗難被害状況を見ると、
  ・オートバイ盗難のうち約2割がエンジンキーを付けたまま
  ・自転車盗難のうち約7割がカギをかけない状態
で被害にあっています。
　二輪車を盗む犯人は、簡単に盗みやすいカギ
がかかっていない二輪車を探しています。盗難
被害防止の基本は、カギかけです。オートバイ
や自転車を２つ以上のカギで守るツーロックは、犯人に「簡単
には盗めない二輪車だ。」と犯行を諦めさせる有効な手段です。
　その他、大切なオートバイや自転車を盗難被害から守るため
の「ポイント」をご紹介します。

○オートバイは、車庫や家の中など見えない場所に保管するか、固定され　
　ている柱等と車体をワイヤー錠等でくくり付けましょう！
◯カギは必ず抜き、ハンドルロックを確実にしましょう！
◯自転車は、備え付けのカギを必ずかけましょう！
◯備え付けのカギだけでなく、もう一つ別のカギ（ワイヤー錠・U字型	
　錠等が効果的）でツーロックしましょう!
◯短い時間でもカギかけを確実に行いましょう!
◯路上等には止めず、管理の行き届いた駐車場や駐輪場に止めましょう！
◯防犯登録・グッドライダー登録をしましょう!

女性に対する暴力対策の推進 二輪車の盗難防止にカギかけ・ツーロック
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No.186
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

昭和町男女共同参画推進委員だよりNo.217

「共に生き活き輝け昭和」フォーラム 2022

昭和共に き 輝け活いき生い
女
ひと

と男
ひと

とが築きあげる
21世紀のまちづくり

問い合わせ　事務局　企画財政課（☎ 275-8154）

日　時　11 月 20日（日）  午後 1時 15分～（受付：午後 0時 45分～）
会　場　昭和町総合体育館
講演会　テーマ   『男の家事が社会を救う !?』
　　　　　　　　　　　～笑って考えよう！家庭のこと、仕事のこと～
　　　　講　師 　東京大学教授　瀬

せ ち や ま
地山 角

かく
 氏

持ち物　上履き　※マスクをご着用ください。
その他　託児（ 未就学児 ）をご希望の方は 11月 16日（水）までに事務局までお申し込みください。［ 定員 10名 ］

　「男女共同参画社会」という言葉は難しく聞こえますが、社会の中でお互いに
理解し合い、助け合いながら生きていくことです。
　今年度は、日本テレビ『世界一受けたい授業』の東大生 100 人のアンケートで
東大の人気講義 No.1 に選ばれた東京大学教授 瀬地山 角さんの講演会を開催し
ます。子連れで渡米し、父子家庭も経験した瀬地山さんの抱腹絶倒の講演をお楽
しみください。
　子育て中の方もお子様連れでお越しください。ご希望の方には託児もあります
ので、どうぞお気軽にご参加ください。

(C)HONOTA design

主催　「 共に生き活き輝け昭和 」推進委員会　　後援　昭和町

・頭が大きいので、重心が高く、バランスを失って転びやすい
・大人より視野が狭いので、空間を把握する力が足りない
・手に触れたものは、何でも口に持っていく
・好奇心が強く、想像もできないような遊び方や道具の使い方をする
・前後左右も判断ができず、突然飛び出したりする

昭和町母子愛育会創立60周年記念子どもの事故防止冊子

★子どものこんな特徴が事故に結びつきます

＃子育てハッとヒヤッと
～うちにもあった あんなこと こんなこと～

　「＃子育てハッとヒヤッと」で
は、保健師さんのアドバイスや昭
和町内の医療機関、事故が起こっ
たときの対処方法や相談窓口の
紹介もしています。

第４弾

　下の子は、お兄ちゃん、お姉ちゃんの行動や持っているものに興味を
持つことがあります。下の子が乳幼児の時に、上の子のおもちゃや文
房具などを口に入れてしまったり、誤った使い方をして怪我をしてし
まったりすることが多いようです。
　下の子がいる部屋ではおもちゃで遊ばせない。下の子が起きている
時間は細かいおもちゃを出さないなど、ルールを決めておくことで未
然に事故を防ぐことができます。

　2歳、3歳になると屋外で遊ぶ機会が多くなり、交通事故
による死亡件数が多くなります。手先も器用になり、遊具
や道具を使っての遊びだけでなく、様々なものに興味関心
が広がり、身の回りにあるものすべてが遊びにつながりま
す。しかし、遊びに夢中になると周りが見えず、危険を察知
することができないので、大人が常に目を離さないで見守
ることが非常に大切です。

2～3歳きょうだい

　さまざまな事例を通して、子どもを取り巻く危険の数々は
いつの時代も変わらないということがわかりました。子ども
にケガはつきものですが、少しでも軽く済ませたいですね。
　子どもは日々成長し、やがて大人になり親になります。お子
さまの健やかな成長とご健康をお祈りいたします。

～ 愛育会より ～

保健師さんからのアドバイス
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

日
時　
①
11
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

　
　
　
②
11
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間
【
平
日
の
み
】

　
①
11
月
１
日
（
火
）
～
15
日
（
火
）

　
②
11
月
１
日
（
火
）
～
25
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
が
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

　
11
月
17
日
（
木
）

　
午
後
１
時
～
４
時

（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名

受
付
開
始

　
11
月
７
日
（
月
）
～

※
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

　
番
号
直
通
の
み
受
付

○
相
談
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
４
年
12
月
15
日（
木
）

○
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

　
当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

　
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

　
た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
昭
和
町
・
中
央
市
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
、
人
権
に
関
す
る
特
設
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

予
約
は
不
要
で
す
。
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
時　
12
月
７
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所

　
中
央
市
立
豊
富
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
中
央
市
大
鳥
居
３
７
３
８
‐
１
）

内
容　
名
誉
・
差
別
・
い
じ
め
等
の

　
　
人
権
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
行
政
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ
令
和
4
年

分
の
給
与
支
払
報
告
書
の
配
布
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
昭
和
町
専
用
の
総
括
表
は
、
今
年

度
昭
和
町
で
特
別
徴
収
を
実
施
し
て

い
る
事
業
所
に
12
月
上
旬
ま
で
に
郵

送
し
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
（
火
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

場
所　
税
務
課
（
６
番
窓
口
）

対
象昭

和
町
に
所
在
す
る
事
業
者
の
方

※
前
年
ま
で
中
央
市
と
合
同
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は

各
市
町
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
税
務
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）

　
児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
早
急

に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
児
童
の
虐

待
等
を
疑
わ
せ
る
次
の
よ
う
な
状
況

に
お
気
づ
き
の
方
は
、
早
急
に
相

談・連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
相
談・

連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

　
「
も
し
か
し
て
？
」

　
　
　
た
め
ら
わ
な
い
で
！

　
　
　
　
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

相
談
・
連
絡
い
た
だ
き
た
い
事
例

○
子
ど
も
の
泣
き
声
や
叩
く
音
、
怒

鳴
り
声
な
ど
が
い
つ
も
聞
こ
え
る

○
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
よ
く
外

出
す
る

○
子
ど
も
に
内
出
血
に
よ
る
ア
ザ
や

不
自
然
な
傷
が
み
ら
れ
る

○
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
い
つ
も

汚
れ
て
い
る

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
（
☎
２
６
７
‐
５
２
５
５
）

　
※
休
日・夜
間
も
相
談
可
能
で
す
。

　

子
ど
も
や
夫
婦
に
関
す
る
法
律

面
・
心
理
面
の
悩
み
に
つ
い
て
の
相

談
会
を
、３
つ
の
相
談
方
式
（
面
接・

電
話
・
リ
モ
ー
ト
）
に
て
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
、
弁
護
士
と
臨
床
心
理

士
が
担
当
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時

　
11
月
26
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
50
分

　
※
午
後
４
時
受
付
終
了

◎
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

面
接
相
談
会
場

　
山
梨
県
弁
護
士
会
館
（
甲
府
市
中

央
１
‐
８
‐
７
）

◎
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

 

当
日
の
午
後
１
時
30
分
～
４
時
の
間
に
、

（
☎
０
１
２
０
‐
４
４
５
‐
５
０
５
）

ま
で
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
Z
ｏ
ｏ
m
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
相
談

　
（
要
予
約
）

　

11
月
25
日
（
金
）
正
午
ま
で
に
、

山
梨
県
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
山
梨
県
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.yam

a-ben.jp/

）

相
談
内
容

　
子
ど
も
や
夫
婦
に
関
す
る
相
談
全
般

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

INFORMATION CORNER

弁
護
士
に
よ
る
県
下
一
斉

無
料
法
律
相
談

子
ど
も
・
夫
婦
な
ん
で
も
無
料

法
律
相
談
会

給
与
支
払
報
告
書
等
資
料
の

配
布
に
つ
い
て

昭
和
町
・
中
央
市

合
同
特
設
人
権
相
談

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
で
は
、
11
月

11
日
の
「
介
護
の
日
」
に
合
わ
せ
、

介
護
の
仕
事
に
就
職
を
希
望
す
る
方

を
対
象
に
し
た
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
当
日
は
介
護
関
係
事
業
所
が
約
24

社
参
加
す
る
予
定
で
す
。

日
時

　
11
月
10
日
（
木
）
午
後
２
時
～
４
時

　
※
受
付
：
午
後
１
時
30
分
～

場
所

　

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府 

３
階
グ

レ
ー
ス 

２
階
ビ
ク
ト
リ
ア
（
待
機

室
）（
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
１
‐
17
）

持
ち
物　
履
歴
書

※
参
加
無
料
、
要
予
約

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
　
　
職
業
相
談
第
３
部
門

　
　
　
　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０

４
３
＃
）

　
山
梨
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館

で
は
、
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
Z
ｏ

ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
16
日
（
水
）

　
午
後
6
時
～
7
時
30
分

講
師　

佐
々
木 

淳 

氏
（
医
療
法
人

社
団
悠
翔
会
理
事
長
・
診
療
部
長
）

テ
ー
マ

「
死
ぬ
ま
で
ど
う
生
き
る
か
」
の

選
択
を
支
え
る
た
め
に
日
本
の
医

療
者
が
今
、
身
に
着
け
て
お
く
べ

き
知
識
と
技
術

※
聴
講
無
料
、
要
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
受
講
に
必
要

な
ア
ク
セ
ス
先
等
の
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

山
梨
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

servm
ed@

yam
anashi.ac.jp

　
甲
府
刑
務
所
で
は
、
矯
正
行
政
に

つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
ご
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
、「
甲
府
矯
正

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
①
11
月
26
日
（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
②
11
月
27
日
（
日
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所

　
山
梨
県
防
災
新
館
オ
ー
プ
ン
ス
ク

エ
ア
及
び
県
民
ひ
ろ
ば
（
甲
府
市

丸
の
内
１
‐
６
‐
１
）

内
容

　

刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
販
売

（
石
け
ん
、
木
箱
、
バ
ッ
グ
類
、

ソ
フ
ァ
ー
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ン
ロ
、
家

具
等
多
数
）、
刑
務
所
で
の
取
組

を
紹
介
す
る
広
報

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
刑
務
所
（
代
）

　
　
　
　
（
☎
２
４
１
‐
８
３
１
１
）

　
甲
府
地
方
法
務
局
及
び
山
梨
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
11
月
18
日
（
金
）
～
24
日
（
木
）

相
談
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号

　
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
共
通
）

そ
の
他

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局 
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
（
☎
２
５
２
‐
７
２
３
９
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
現
在
1

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
20
名
の
団
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
『
全
力
練
習
‼
』
を
合
言
葉
に
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。学
年
関
係
な
く
仲
の
良
い
元
気
な
チ
ー

ム
で
す
。
見
学
や
体
験
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練 習 日 時
　水・木曜日　午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分
　土　曜　日　午後 4 時 30 分～ 7 時 30 分
練 習 場 所
　押原小学校　体育館

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

介
護
就
職
デ
イ
（
福
祉
関
係
就

職
面
接
会
）

講
演
会
「
自
分
の
父
母
の
介
護

と
看
取
り
」

甲
府
矯
正
展

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て
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暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

12
月
の
日
程

　
６
日
（
火
）
脳
ト
レ
体
操

　
12
日
（
月
）
リ
ン
パ
体
操

　
20
日
（
火
）
音
楽
療
法

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
町
中
央
公
民
館　
講
堂

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
25
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
①
マ
ス
ク

　
　
　
　
②
室
内
用
運
動
靴

　
　
　
　
③
蓋
の
で
き
る
飲
み
物

参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
11
月
21
日
（
月
）
午
前
９
時
～

　
参
加
希
望
の
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
ご
本
人
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
す
る
教
室
の
開
催
日
よ
り
２

週
間
前
か
ら
の
体
調
や
感
染
者
と

の
接
触
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
さ

30
㎝
程
度
の
ミ
ニ
門
松
を
作
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
縁
起
物
の
門
松
を

飾
っ
て
、
温
か
い
気
持
ち
で
新
年
を

迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ど
な
た
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
12
月
26
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
90
分
程
度

場
所

　
町
中
央
公
民
館 
２
階

　
第
２
会
議
室
（
押
越
５
３
２
）

対
象　
町
内
在
住
の
方　
年
齢
不
問

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
０
０
０
円（
当
日
集
金
）

持
ち
物

　

マ
ス
ク
絶
対
着
用
、
防
寒
対
策
、

汚
れ
て
も
良
い
服
装
若
し
く
は
エ

プ
ロ
ン

申
込
開
始　
11
月
７
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

※
１
基
の
み
つ
く
り
ま
す
。
１
対
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

誰
も
が
わ
か
ち
あ
え
る
社
会
を
め
ざ

し
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
の
活
動
に

賛
同
し
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施

し
ま
す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、

家
庭
や
職
場
で
あ
ま
っ
た
食
品
を
持

ち
寄
り
、
食
料
の
確
保
が
困
難
な
団

体
や
個
人
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動

で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間

　
11
月
７
日
（
月
）
～
16
日
（
水
）

収
集
場
所
・
時
間

・
昭
和
町
総
合
会
館
ロ
ビ
ー
回
収

ボ
ッ
ク
ス
（
昭
和
町
総
合
会
館
開

館
時
に
設
置
）

・
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

（
昭
和
町
温
水
プ
ー
ル
北
側
の
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
窓
口
対
応
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
で
す
。

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

○
米 

○
保
存
食
品
（
缶
詰
・
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）

○
調
味
料
各
種
、
○
菓
子
等

※
賞
味
期
限
が
令
和
５
年
１
月
16
日
以
降

の
も
の
で
未
開
封
の
も
の
。
米
は
、
も

み
、
玄
米
、
白
米
の
い
ず
れ
か
で
令
和

２
年
度
産
以
降
の
も
の
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
６
７
‐
６
７
７
４
）

ふ
れ
あ
い
教
室 

12
月
の
ご
案
内

INFORMATION CORNER

ワ
ク
チ
ン
接
種
腕
が
上
が
ら
ず
夏
休
み

観
光
の
ア
ベ
ッ
ク
手
つ
な
ぎ
瀧
涼
し

井
口　

康
行

コ
ロ
ナ
禍
に
帰
参
叶
わ
ぬ
盆
休
み

句
読
点
な
き
ひ
ら
が
な
や
眠
り
草

小
澤
百
合
子

鳥
除
け
の
稲
田
の
テ
ー
プ
風
に
ゆ
れ

畑
終
え
て
冷
水
摩
擦
さ
わ
や
か
に

深
沢
モ
ト
子

い
そ
い
そ
と
家
に
持
ち
込
み
バ
ッ
タ
取
り

駅
に
待
つ
白
髪
の
姉
の
夏
帽
子

伊
東　

美
代

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

ミ
ニ
門
松
作
り
教
室

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

で
は
、
左
記
の
と
お
り
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

◎
事
務
職
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

日
時

　
12
月
２
日
（
金
）・
５
日
（
月
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
富
士
吉
田
市
内

対
象
・
要
件

　
令
和
４
年
度
以
降
に
シ
ル
バ
ー
登

録
を
さ
れ
る
方（
※
要
事
前
登
録
）

定
員　
15
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
11
月
10
日
（
木
）

受
講
料　
無
料

◎
介
護
・
家
事
援
助
の
た
め
の
整
理

収
納
・
清
掃
・
接
遇
講
習
会

　
（
※
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
２

級
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
）

日
時

　
12
月
６
日
（
火
）・
７
日
（
水
）

　
　
　
８
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
市
川

三
郷
町
市
川
大
門
１
４
３
７‐
１
）

対
象
・
要
件

　
令
和
４
年
度
以
降
に
シ
ル
バ
ー
登

録
を
さ
れ
る
方（
※
要
事
前
登
録
）

定
員　
12
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
11
月
14
日
（
月
）

受
講
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
と
東
京
地
方

税
理
士
会
山
梨
県
会
と
の
共
催
で
、

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
11
月
８
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
か
い
て
ら
す
」（
甲
府
市
東

　
　
光
寺
３
‐
13
‐
25
）

内
容

　
相
続
税
、
相
続
登
記
、
会
社
の
税

務
、
土
地
・
建
物
の
名
義
変
更
等

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

※
要
予
約
、
１
組
あ
た
り
30
分
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
登
記
の
こ
と

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
２
５
３
‐
２
３
７
６
）

・
税
金
の
こ
と

　
東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
３
‐
１
３
１
８
）

　

甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、
遺
言
・

相
続
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
法
務
局
職
員
に
よ
る
講

演
会
を
は
じ
め
、
司
法
書
士
に
よ
る

「
遺
言
や
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談
」

や
「
遺
言
書
作
成
体
験
会
」
を
実
施

し
ま
す
。

日
時

　
12
月
10
日
（
土
）　
午
後
１
時
～

場
所　
大
月
市
民
会
館
（
大
月
市
御

太
刀
２
‐
11
‐
22
）

定
員　
※
先
着
順

・
各
講
演
会　
60
名

・
相
談
会　
　
30
組

・
体
験
会　
　
20
名
×
３
回

申
込
受
付

　
11
月
10
日（
木
）～
12
月
９
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局 

総
務
課

　
　
　
　
（
☎
２
５
２
‐
７
１
５
１
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助
言
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹

介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

防災一口メモ　　　災害時には怖い「通電火災」
　地震や大雨などで停電し、電力が復旧した時に破損した電気コードや倒
れた電気製品などを火元に発生するのが「通電火災」です。阪神淡路大震
災で特定できる出火原因の約 60％が「通電火災」、東日本大震災で起きた
火災の 54％が「電気」が原因による出火でした。
　避難するときには、ブレーカーを落として避難することが大事ですが、
忘れてしまいそうだという方には「感震ブレーカー」をお勧めします。こ
れは、地震発生時に設定値以上の揺れを感じたときに自動的に電気を止め
る器具です。ホームセンターなどで買うことができ、取り付けも簡単です。
煙探知器具やガス漏れ警報器の設置と同様に「感震ブレーカー」も取り付
けておきましょう。 女性防災ネット昭和

　９月は、先月と比較すると
全体の収集量は 52t 減の 334t
と な り、 一 世 帯 あ た り の 収
集 量 で は 先 月 か ら 5 ㎏ 減 の
36kg となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

9月8月7月6月5月4月3月

40

33
35

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 9 月分の医療費は、
約 9,411 万 1 千円（前年同
月比 27.98% の増）です。
　 ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

各
種
講
習
会

税
と
登
記
の
無
料
相
談
会

遺
言
・
相
続
セ
ミ
ナ
ー

個
別
相
談
会

甲府地方法務局
ウェブサイト

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
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たくさん笑ってママとパパを癒してくれる陽向くん
素敵な日々をこれからも共に過ごそうね！

令和 3 年 8 月 18 日生（男の子）
（父）裕治さん　（母）千鶴さん（河西）

高坂 陽
ひ な た

向 くん

（父）龍太さん　（母）里紗さん（西条新田）

秋山 龍
りゅうしん

心 くん・ 龍
りゅうせい

生 くん

しんくん、せいくんだいすきっ！

令和 4 年 8 月 13 日生
（男の子）

令和 3 年 4 月 21 日生
（男の子）

発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

あとがき
　

早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
2
カ
月
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
の
運
動
会
の
時
期
は
雨
の
日
が
多
く
、
小

学
校
の
運
動
会
は
延
期
さ
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
今
月
の
表
紙
は
、
そ
ん
な
貴
重
な
秋
晴
れ
の
日

の
運
動
会
で
の
一
枚
で
す
。
は
じ
め
は
緊
張
で
こ
わ

ば
っ
て
い
た
表
情
も
、
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
に
。
み
ん
な
で
楽
し
く
笑
い
合
っ
た
り
、

勝
負
に
臨
む
真
剣
な
表
情
な
ど
、
実
に
表
情
豊
か
で

す
。
カ
メ
ラ
越
し
に
目
が
合
う
と
、
照
れ
く
さ
そ
う

に
微
笑
む
子
ど
も
た
ち
に
こ
ち
ら
ま
で
ニ
ッ
コ
リ
。

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
学
び
、

た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　お肉の成分で大きな割合を占め
るたんぱく質は、筋肉や臓器、血
液を作る材料になります。他にも
骨作りを促進したり、感染症に対
する免疫力を高める作用もありま
す。お肉を食べることは、育ち盛
りの子どもの体の成長や大人が健
康を維持するためにも大切なこと
です。
　１食あたりのお肉の目安量は手
のひらに乗る程度です。脂が多い
ものは脂分をカットしたり、茹で
る・蒸す・網焼きにする等の調理
方法にしてみましょう。
　お肉が苦手という方は、魚や卵
から良質なたんぱく質を摂るよう
にしましょう。いろいろな食べ物
からいろいろな栄養を偏りなく摂
りましょう♪

11月29日は“いい肉”の日

簡単豚肉チーズ焼き

～ 今月は
「押越地区

食生活改善推進員」
　からのレシピです ～

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	ボウルに豚肉を入れ、塩こしょう、鶏がらスー
プの素、酒を加えて混ぜます。

　10分程置いて味をなじませます。
②	①に片栗粉とピザ用チーズを加えて混ぜます。
③	フライパンに油を入れて熱し、②を入れて丸
く広げて焼きます。

④	片面がカリッと焼けたらひっくり返して、も
う片面もカリッと焼きます。

★お好みでケチャップやポン酢をつけても美味
しいです。

◆ 材料（４人分）
・豚肉（こま切れ）
　　　 …… 300ｇ
・ピザ用チーズ
　　　 …… 80ｇ
・鶏がらスープの素
　 …… 小さじ1/2

・油 …………… 大さじ１
・酒 …………… 大さじ１
・塩こしょう … 少々
・片栗粉 ……… 大さじ２
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